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質問Ａの場合、性別は男性 19人（7.4％）、女性 237人（92.6％）、年齢は 18歳から 84歳で、平均
年齢 48.9歳、（SD：8.6）、父親 18人（7.0％）、母親231人（90.2％）、兄弟姉妹等 7人（2.7％）、自
閉症児者 257人の年齢は 5歳から 60歳で、平均 19.1歳（SD：8.7）であった。 
 質問Ｂの場合、性別は男性 19人（7.6％）、女性 230人（92.4％）、年齢は 18歳から 84歳で、平均
年齢 49.0歳、（SD：8.6）、父親 18人（7.2％）、母親224人（90.0％）、兄弟姉妹等 7人（2.8％）、自
閉症児者 250人の年齢は 5歳から 60歳で、平均 19.2歳（SD：8.8）であった。 
 
２．調査期間と調査方法 































































表1 自閉症への学校や福祉施設等による療育支援に対する意識の程度についての平均値と標準偏差 n=256 
       質問項目                                 平 均   標準偏差 
１．行動を促すとき穏やかな態度で指示をすること             3.79        1.05 
２．気候に応じた衣服を着る等、適切な温度調整をすること                  3.61        1.11 
３．本人の能力が発揮できるよう環境を整え、機会を与えること              4.07        1.00 
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４．必要な情報をわかるように伝えること                                  4.16        1.04 
５．感覚過敏がある場合、身体に触らない等の配慮をすること                3.33        1.26 
６．注意の持続が困難な場合、適切な休憩時間を設けること                  3.61        1.10 
７．意思決定の支援をすること                                            3.99        1.01 
８．働く技能を高めるように支援すること                                  3.87        1.02 
９. 行動を促すとき本人が理解できる方法で指示をすること                  4.18         .94 
10．明確で具体的な指示をすること                                        4.24         .93 
11．出来ることを褒めて自信を高めること                                  4.23         .99 
12．活動内容が理解しやすい場所を用意すること                            3.99        1.01 
13．質問するときに答えを選択出来る等の配慮をすること                    3.88        1.08 
14．作業をするとき、その流れを視覚的に示すこと                          3.93        1.07 
15．本人が安定して過ごせる場所を確保すること                            4.09        1.07 
16．活動内容が変更になったときは事前に本人に分かるように知らせること    4.06         .99 
17．トラブル時に本人と一緒に解決していける人を確保すること              3.99        1.04 
18．スケジュールや手順などを分かりやすく示すこと                        3.98        1.04 
19．集団に入れないときに落ち着くことができる場所を確保すること          3.84        1.12 
20．おうむ返しや一方的に話す等の特異な会話をする特徴を理解すること      3.57        1.21 
21．理解し代弁してくれる人を配置すること                                3.77        1.11 
22．行動を促すとき強制をしないこと                                      3.88        1.09 
23．冗談が通じず言葉通り理解することを知っておくこと                    3.82        1.16 
24. 通学や通勤が困難な者へのガイドヘルパー等による移動支援をすること    3.48        1.24 
25．視覚的な指示を使って理解を図ること                                  3.83        1.14 
26．不安定になったときに落ち着ける環境を用意すること                    4.02        1.10 
27．家族に対する自閉症の理解を促す支援                                  3.70        1.11 
28．絵や写真等による視覚的な対応をすること                              3.73        1.11 
29．パニック時に周囲に迷惑をかけない対策をとること                      3.93        1.13 
30．不安定にならないように過度な刺激のない環境を用意すること            3.87        1.12 
 
表2 自閉症への学校や福祉施設等による療育支援に対する意識の程度についての因子分析結果 ｎ=256 
質問項目                                      第1因子     第2因子 
第1因子「必要な事柄が理解できるような配慮」 
10．明確で具体的な指示をすること                     .961        -.138 
４．必要な情報をわかるように伝えること                                    .883        -.089 
９. 行動を促すとき本人が理解できる方法で指示をすること                    .867         .030 
11．出来ることを褒めて自信を高めること                                    .814        -.027 
７．意思決定の支援をすること                                              .792        -.019 
３．本人の能力が発揮できるよう環境を整え、機会を与えること                .757         .084 
13．質問するときに答えを選択出来る等の配慮をすること                      .730         .051 
８．働く技能を高めるように支援すること                                    .632        -.039 
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14．作業をするとき、その流れを視覚的に示すこと                            .616         .200 
12．活動内容が理解しやすい場所を用意すること                              .607         .255 
18．スケジュールや手順などを分かりやすく示すこと                          .606         .218 
16．活動内容が変更になったときは事前に本人に分かるように知らせること      .533         .265 
17．トラブル時に本人と一緒に解決していける人を確保すること                .508         .237 
23．冗談が通じず言葉通り理解することを知っておくこと                      .505         .161 
１．行動を促すとき穏やかな態度で指示をすること               .482         .241 
20．おうむ返しや一方的に話す等の特異な会話をする特徴を理解すること        .464         .243 
21．理解し代弁してくれる人を配置すること                                  .436         .373 
第2因子「精神的に安定するような配慮」 
30．不安定にならないように過度な刺激のない環境を用意すること             -.171         .952 
26．不安定になったときに落ち着ける環境を用意すること                     -.108         .951 
29．パニック時に周囲に迷惑をかけない対策をとること                       -.033         .812 
19．集団に入れないときに落ち着くことができる場所を確保すること            .172         .649 
28．絵や写真等による視覚的な対応をすること                                .124         .611 
15．本人が安定して過ごせる場所を確保すること                              .282         .583 
22．行動を促すとき強制をしないこと                                        .246         .570 
25．視覚的な指示を使って理解を図ること                                    .242         .522 









































表3 自閉症への社会における支援に対する意識の程度についての平均値と標準偏差  n=249 
       質問項目                                 平 均   標準偏差 
１．公共機関や公共交通機関などの案内を視覚的に示すこと         3.71     1.12       
２．公共機関や公共交通機関などを利用する乗客に自閉症の理解を広げること 3.86         1.11 
３．公共機関や公共交通機関などの職員は自閉症を理解しておくこと          4.18         1.00 
４．投票所におけるわかりやすい表示と配置をすること                      3.53         1.22 
５．投票所において係員が自閉症を理解したうえで投票の支援をすること      3.54         1.26 
６．選挙において本人に分かるように候補者の公約を示すこと                3.35         1.29 
７．医療機関では治療における痛みの程度をはっきりと伝えること            4.03          .99 
８．医療機関における待ち時間に対する別室待機等の配慮をすること          3.89         1.15 
９．医療機関における診察内容を予告する等の不安軽減の配慮をすること      4.10         1.02 
10．事件の当事者になったとき本人を理解する人が取り調べに同伴すること    4.33          .99 
11．警察、裁判所、市役所等に勤務する公務員は自閉症を理解しておくこと    4.44          .90 
12．就職の採用・応募条件には明確に必要な技能を示すこと                  3.98         1.12 
13．就職の採用・応募条件に「明るく活発な人」等曖昧な表現をしないこと    3.70         1.20 
14．企業の採用担当者は自閉症を理解しておくこと                          4.27          .97 
15．災害時の避難や避難生活において地域の人が自閉症を理解すること        4.43          .86 
16．災害時にどう行動すればよいかが解るように支援すること                4.53          .82 
17．災害復興時に居場所を確保すること                                    4.61          .81 





質問項目                                      第1因子 第2因子 第3因子 
第1因子「障害特性を理解して支援する配慮」 
17．災害復興時に居場所を確保すること                   .920     -.212      .079 
15．災害時の避難や避難生活において地域の人が自閉症を理解すること         .890     -.070      .036 
16．災害時にどう行動すればよいかが解るように支援すること                 .856     -.090      .080 
14．企業の採用担当者は自閉症を理解しておくこと                           .750      .167     -.095 
11．警察、裁判所、市役所等に勤務する公務員は自閉症を理解しておくこと     .742     -.017      .188 
18．コンビニやスーパー等の職員は自閉症を理解しておくこと                 .673      .120      .006 
10．事件の当事者になったとき本人を理解する人が取り調べに同伴すること     .608      .018      .228 
12．就職の採用・応募条件には明確に必要な技能を示すこと                   .532      .483     -.163 
３．公共機関や公共交通機関などの職員は自閉症を理解しておくこと           .542     -.003      .434 
第2因子「社会的行為を理解できるようにする配慮」 
４．投票所におけるわかりやすい表示と配置をすること                      -.095      .903      .078 
５．投票所において係員が自閉症を理解したうえで投票の支援をすること      -.062      .899      .074 
６．選挙において本人に分かるように候補者の公約を示すこと                -.147      .890      .159 
13．就職の採用・応募条件に「明るく活発な人」等曖昧な表現をしないこと     .456      .566     -.190 
第3因子「不安を少なくする配慮」 
９．医療機関における診察内容を予告する等の不安軽減の配慮をすること       .013      .032      .800 
８．医療機関における待ち時間に対する別室待機等の配慮をすること           .017      .035      .735 
７．医療機関では治療における痛みの程度をはっきりと伝えること             .146      .090      .593 
２．公共機関や公共交通機関などを利用する乗客に自閉症の理解を広げること   .203      .001      .578 
１．公共機関や公共交通機関などの案内を視覚的に示すこと           .043      .138      .531 
表5 自閉症への社会における支援に対する意識の程度についての分散分析の結果 
区  分      平方和      自由度      平均平方       F値    
社会的支援      78.54              2            39.27            116.80* 
被調査者       465.68            248 
誤 差        166.75            496              .336 
*p＜.05 
表6 自閉症への社会における支援に対する意識の程度についての多重比較による各因子の平均値の差 
第2因子  第3因子「不安を少なくする配慮」 
第1因子「障害特性を理解して支援する配慮」        .794*              .406* 
第2因子「社会的行為を理解できるようにする配慮」                    .389* 
*p＜.05   
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